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五
一

　
　
序石

上
乙
麻
呂
「
秋
夜
閨
情（
1
）」

他
鄉
頻
夜
夢　
　

他た
き
や
う郷
を
頻ひ
ん

夜や

夢ゆ
め

み

談
與
麗
人
同　
　

談だ
ん

じ
て
麗れ
い
じ
ん人
と
同と
も

に
す

寢
裏
歡
如
實　
　

寝し
ん

裏り　

歓よ
ろ
こ

び
て
実じ
つ

の
如ご
と

き
も

驚
前
恨
泣
空　
　

驚き
や
う
ぜ
ん前　

恨う
ら

み
て
空く
う

に
泣な

く

空
思
向
桂
影　
　

空く
う

思し

し
て
桂け
い

影え
い

に
向む

か
ひ

獨
坐
聽
秋
風　
　

独ど
く

坐ざ

し
て
秋し
う

風ふ
う

を
聴き

く

山
川
嶮
易
路　
　

山さ
ん

川せ
ん　

嶮け
ん

易い

の
路み
ち

展
轉
憶
閨
中　
　

展て
ん

転て
ん

と
し
て
閨け
い

中ち
う

に
憶お
も

ふ

（
現
代
語
訳
）
夫
の
い
る
他
郷
の
こ
と
を
毎
晩
夢
に
見
て
、
そ
こ
で
麗
し
い
あ

石
上
乙
麻
呂
「
秋
夜
閨
情
」
再
考
　
―
そ
の
制
作
意
図
に
つ
い
て
―
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キ
ー
ワ
ー
ド
：
日
本
文
学
・
中
国
文
学
・
漢
詩
文

の
人
と
一
緒
に
語
り
あ
う
。
寝
て
い
る
時
の
夢
の
中
で
は
嬉
し
さ
の
あ
ま
り
、

ま
る
で
そ
れ
が
真
実
で
あ
る
か
の
よ
う
に
思
え
て
し
ま
う
が
、
目
が
覚
め
て

き
て
そ
れ
が
夢
だ
と
分
か
る
と
、
目
覚
め
た
こ
と
を
悔
い
、
そ
の
空
し
さ
に

泣
い
て
し
ま
う
。
い
た
ず
ら
な
想
い
を
抱
き
つ
つ
月
を
眺
め
て
は
物
思
い
に

ふ
け
り
、
一
人
座
っ
て
秋
風
の
音
に
耳
を
傾
け
る
。
私
た
ち
二
人
は
い
く
つ

も
の
山
と
川
と
が
重
な
る
険
し
い
路
に
隔
て
ら
れ
て
お
り
、
寝
返
り
を
打
ち

つ
つ
、
こ
の
閨ね
や

の
中
で
遠
く
に
い
る
あ
の
人
の
こ
と
を
思
う
の
だ
。

　

右
の
詩
は
、
奈
良
時
代
の
日
本
の
漢
詩
集
『
懐
風
藻
』
に
収
録
さ
れ
た
、
石
上

乙
麻
呂
（
？
―
七
五
〇
）
の
「
秋
夜
閨
情
」
と
い
う
詩
で
あ
る
。
石
上
乙
麻
呂
は
、

奈
良
時
代
の
名
門
貴
族
の
家
に
生
ま
れ
、
当
時
の
朝
廷
で
も
順
調
な
出
世
を
遂
げ

て
い
た
。
と
こ
ろ
が
天
平
十
一
年
（
七
三
九
）、
参
議
・
藤
原
宇
合
の
未
亡
人
、
久

米
若
女（
久
米
若
売
）と
の
姦
通
を
罪
に
問
わ
れ
、土
佐
国
へ
の
配
流
と
な
っ
た（『
続

愛
知
淑
徳
大
学
論
集
―
文
学
部
篇
―　
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愛
知
淑
徳
大
学
論
集
―
文
学
部
篇
―　

第
四
十
九
号

五
二

日
本
紀
』
巻
十
三
）。『
懐
風
藻
』
の
石
上
乙
麻
呂
伝
に
よ
れ
ば
、
こ
の
土
佐
流
罪

の
時
の
想
い
を
詠
ん
だ
漢
詩
が
、『
銜
悲
藻
』
二
巻
（
亡
逸
）
に
ま
と
め
ら
れ
た
と

い
う
。
そ
し
て
『
懐
風
藻
』
に
収
録
さ
れ
た
四
首
の
詩
（「
飄
寓
南
荒
贈
在
京
故
友
」

「
贈
掾
公
之
遷
任
入
京
」「
贈
舊
識
」「
秋
夜
閨
情
」）
は
、
詩
題
と
そ
の
内
容
か
ら
、

『
銜
悲
藻
』
に
収
め
ら
れ
た
土
佐
配
流
時
の
作
品
と
一
般
に
み
な
さ
れ
て
い
る
。

　

筆
者
は
前
稿
で
、「
秋
夜
閨
情
」
に
関
す
る
従
来
の
見
解
が
お
お
む
ね
「
作
者
の

乙
麻
呂
が
久
米
若
女
へ
の
恋
情
を
詠
っ
た
詩
」「
和
化
歌
さ
れ
た
漢
詩
」
と
す
る
解

釈
の
不
当
を
指
摘
し
、
本
詩
が
中
国
古
典
詩
に
お
け
る
伝
統
的
な
「
閨
怨
」
の
主

題
の
定
型
ど
お
り
の
詠
み
方
で
解
釈
す
べ
き
で
あ
る
こ
と
を
論
じ
た（
2
）。
本
稿
で
は
、

前
稿
で
可
能
性
の
み
言
及
す
る
に
と
ど
ま
っ
た
本
詩
の
制
作
意
図
に
つ
い
て
、
中

国
（
漢
〜
唐
）
に
お
け
る
「
閨
怨
（
閨
情
）」
の
詩
（
お
よ
び
そ
れ
に
類
す
る
詩
）

に
詠
ま
れ
た
「
女
性
像
」
の
解
釈
と
の
関
連
か
ら
論
証
す
る
。

　
　
一
、
中
国
古
典
に
お
け
る
閨
怨
詩
（
閨
情
詩
）
等
が
詠
ず
る
女
性
像
に
つ
い
て

　

従
来
、
石
上
乙
麻
呂
の
「
秋
夜
閨
情
」
に
つ
い
て
は
、『
玉
台
新
詠
』
と
の
関
連

で
論
じ
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
、
そ
こ
に
収
録
さ
れ
る
男
女
間
の
情
愛
の
や
り
取
り

を
詠
じ
た
艶
詩
（
艶
情
詩
）
と
無
条
件
に
結
び
つ
け
て
解
釈
さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ

た（
3
）。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
よ
う
な
解
釈
に
は
無
理
が
あ
る
。

　

確
か
に
中
国
古
典
詩
（
漢
詩
）
に
お
い
て
、
一
般
に
男
女
の
情
愛
や
そ
れ
に
関

連
す
る
題
材
を
詠
じ
た
詩
は
「
艶
詩
」
と
呼
ば
れ
て
お
り
、
そ
の
意
味
で
は
本
詩

の
よ
う
な
閨
怨
詩
（
閨
情
詩
）
も
そ
の
範
疇
に
入
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
し
か

し
こ
こ
で
注
意
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
は
、
中
国
古
典
に
お
け
る
「
閨
怨
」
の

主
題
に
は
、
独
自
の
特
徴
と
し
て
「
作
者
た
る
詩
人
の
実
生
活
と
直
接
の
関
係
の

な
い
仮
構
の
設
定

0

0

0

0

0

で
三
人
称
的

0

0

0

0

に
詠
ま
れ
る
」
と
い
う
様
式
が
存
在
す
る
点
で
あ

る
。
そ
こ
で
は
女
性
は
完
全
な
客
体
的
存
在
と
し
て
描
か
れ
、「
閨ね
や（
女
性
の
寝
室
）」

の
彼
女
が
意
中
の
男
性
（
夫
・
天
子
な
ど
）
に
逢
え
な
い
が
た
め
に
抱
く
「
情お
も
いや

怨う
ら
み」
を
中
心
に
詠
ず
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る（
4
）。
こ
の
よ
う
な
牢
固
た
る
主
題
様
式

を
古
く
漢
代
か
ら
確
立
し
て
き
た
閨
怨
詩
に
対
し
て
、
従
来
の
説
が
し
ば
し
ば
閨

怨
詩
と
同
一
視
し
て
取
り
あ
げ
る
艶
詩
は
、「
作
者
の
恋
愛
相
手
と
い
う
実
在
の
女

性
と
の
具
体
的
な
関
係

0

0

0

0

0

0

の
も
と
で
一
人
称
的

0

0

0

0

に
詠
ま
れ
た
」も
の
で
あ
る
。同
じ「
艶

詩
」
の
範
疇
に
含
ま
れ
、
類
似
し
た
表
現
が
用
い
ら
れ
る
こ
と
も
多
い
両
者
だ
が
、

そ
の
表
現
す
る
目
的
0

0

の
点
で
は
本
質
的
な
相
違
が
存
在
す
る
の
で
あ
る（
5
）。
こ
の
よ

う
な
相
違
を
無
視
し
て
、「
秋
夜
閨0

情0

」
と
い
う
明
ら
か
に
閨
怨
の
主
題
を
想
定
し

た
本
詩
と
、
実
在
の
恋
の
相
手
を
想
定
し
て
詠
ま
れ
た
（
非
閨
怨
的
）
艶
詩
と
を

同
一
視
す
る
こ
と
（
ま
た
は
本
詩
を
「
作
者
本
人
の
現
実
の
恋
情
を
詠
じ
た
特
殊

な
閨
怨
詩
」
と
み
な
す
こ
と（
6
））
は
、
中
国
古
典
文
学
に
お
け
る
閨
怨
の
伝
統
的
な

主
題
様
式
を
無
視
し
た
不
自
然
な
解
釈
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

　

さ
ら
に
前
稿
で
可
能
性
の
み
言
及
す
る
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
こ
と
だ
が
、
従
来

の
説
が
見
落
と
し
て
い
た
重
要
な
点
と
し
て
、
中
国
古
典
詩
の
閨
怨
の
主
題
に
は
、

単
な
る
男
女
の
情
愛
を
詠
じ
る
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
中
に
作
者
が
仮
託
し
た
寓

意
が
存
在
す
る
（
ま
た
は
そ
の
よ
う
な
寓
意
が
存
在
す
る
と
見
な
す
）
場
合
も
あ

る
と
い
う
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
閨
怨
詩
は
『
玉
台
新
詠
』
に
も
多
く
収
録
さ
れ

て
は
い
る
が
、
そ
こ
に
収
録
さ
れ
て
い
る
、
も
っ
ぱ
ら
詩
宴
の
席
で
人
々
に
競
作

さ
れ
た
作
品
が
全
て
で
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
閨
怨
の
主
題
は
『
文
選
』
や
唐
詩

な
ど
に
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
中
国
古
典
文
学
史
上
、
古
く
か
ら
詠
じ
ら
れ
て
き

た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
中
に
は
「
作
者
の
懐
才
不
遇
の
思
い
を
仮
託
す
る
作
品
」

も
存
在
す
る
の
で
あ
る
。
従
来
の
説
で
は
本
詩
と
『
玉
台
新
詠
』
と
の
関
連
の
み

を
重
視
す
る
あ
ま
り
、
こ
の
点
が
ほ
ぼ
全
く
と
い
っ
て
良
い
ほ
ど
顧
み
ら
れ
て
こ

な
か
っ
た
。
だ
が
筆
者
は
、
こ
の
よ
う
な
仮
託
さ
れ
た
寓
意
こ
そ
に
、
本
詩
の
制

作
意
図
が
あ
る
と
考
え
る
。
そ
の
方
が
、
従
来
の
よ
う
な
閨
怨
の
主
題
の
定
型
を

無
視
し
た
解
釈
よ
り
も
、
は
る
か
に
中
国
古
典
文
学
の
伝
統
に
沿
っ
た
自
然
な
解

釈
と
い
え
る
上
、
作
者
で
あ
る
乙
麻
呂
が
本
詩
を
詠
ん
だ
土
佐
配
流
の
当
時
の
境
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五
三

石
上
乙
麻
呂
「
秋
夜
閨
情
」
再
考
（
住
谷
孝
之
）

遇
と
無
理
な
く
つ
な
が
る
と
見
る
か
ら
で
あ
る
。

　
　
二
、
閨
怨
的
女
性
像
の
起
源
と
し
て
の
『
楚
辞
』

　

最
初
に
、閨
怨
詩
に
詠
ま
れ
た
女
性
像
の
例
を
見
る
前
に
、そ
の
起
源
と
し
て『
楚

辞
』
に
描
か
れ
た
女
性
像
に
つ
い
て
言
及
し
て
お
き
た
い
。

　
『
楚
辞
』
と
は
、
中
国
戦
国
時
代
の
楚
の
国
で
作
ら
れ
た
韻
文
ジ
ャ
ン
ル
で
あ
る

「
楚
辞
」
作
品
を
収
録
す
る
書
で
あ
る
。
こ
の
『
楚
辞
』
に
収
め
ら
れ
た
作
品
は
、

戦
国
時
代
の
楚
の
政
治
家
で
あ
っ
た
屈
原
（
名
は
平
、
原
は
字あ
ざ
な）
の
作
を
中
核
と

す
る
と
見
な
す
の
が
、
近
代
以
前
の
中
国
の
伝
統
的
解
釈
で
あ
る
。
前
漢
の
司
馬

遷
の
歴
史
書
『
史
記
』
巻
八
十
四
「
屈
原
賈
生
列
伝
」
に
よ
れ
ば
、
屈
原
は
優
れ

た
才
能
と
高
潔
な
人
格
を
備
え
た
賢
臣
で
あ
っ
た
が
、
彼
を
妬
ん
だ
佞
臣
た
ち
の

讒
言
に
よ
り
、
主
君
の
楚
王
に
疎
ま
れ
、
楚
の
朝
廷
か
ら
追
放
さ
れ
た
。
江
南
に

放
逐
さ
れ
た
屈
原
は
、
楚
の
前
途
を
悲
観
し
汨べ
き

羅ら

の
淵
に
入
水
し
て
死
ん
だ
と
い

う（
7
）。

　
『
楚
辞
』
の
代
表
作
で
あ
る
「
離
騒
」
は
、
主
人
公
の
霊
均
と
い
う
人
物
が
、
悪

人
の
嫉
妬
を
受
け
て
地
上
で
の
居
場
所
を
失
い
、
天
上
の
世
界
に
飛
翔
す
る
が
天

宮
に
入
る
こ
と
を
拒
ま
れ
て
し
ま
う
。
そ
の
後
、
神
話
伝
説
の
女
性
た
ち
に
求
婚

す
る
が
、
い
ず
れ
も
失
敗
に
終
わ
り
、
再
び
天
上
に
昇
ろ
う
と
す
る
が
途
中
で
郷

里
を
見
下
ろ
し
た
と
こ
ろ
隊
列
が
進
ま
な
く
な
る
と
い
う
記
述
で
終
わ
る
、
と
い

う
内
容
の
長
編
叙
事
詩
で
あ
る
。
司
馬
遷
は
こ
れ
を
屈
原
の
自
伝
的
叙
事
詩
と
解

し
、「
屈
平
之
作
離
騷
、
蓋
自
怨
生
也
」（
屈
平
の
「
離
騷
」
を
作
る
は
、
蓋
し
怨

み
よ
り
生
ず
る
な
ら
ん
）
と
、
佞
臣
の
讒
言
を
信
じ
て
自
分
を
遠
ざ
け
た
主
君
・

楚
王
（
懐
王
）
へ
の
「
怨
み
」
か
ら
こ
れ
を
作
っ
た
と
す
る
。

　

司
馬
遷
の
こ
う
し
た
解
釈
を
継
承
し
、
さ
ら
に
「
離
騒
」
以
外
の
『
楚
辞
』
の

主
要
作
品
を
も
屈
原
と
の
関
連
で
解
釈
し
た
の
が
、
後
漢
の
王
逸
『
楚
辞
章
句
』

で
あ
る
。
こ
の
中
で
、
王
逸
は
「
離
騒
」
を
、
讒
言
を
受
け
た
屈
原
が
主
君
の
懐

王
を
「
風
諫
」（
諷
諫
、
遠
回
し
に
諫
め
る
こ
と
）
す
る
た
め
に
作
っ
た
と
し
、
作

中
で
主
人
公
の
霊
均
が
求
婚
す
る
女
性
（
宓
妃
・
佚
女
）
に
つ
い
て
、「
以
譬
賢
臣
」

（
以
て
賢
臣
に
譬
ふ
）
と
、
賢
臣
の
比
喩
と
解
し
た
（「
離
騒
」
後
叙（
8
））。
こ
の
よ
う

な
「
離
騒
」
に
代
表
さ
れ
る
『
楚
辞
』
に
詠
ま
れ
た
女
性
を
臣
下
の
比
喩
と
見
な

す
王
逸
の
解
釈
が
『
楚
辞
』
の
標
準
的
注
釈
と
し
て
受
け
入
れ
ら
れ
た
こ
と
は
、

後
世
の
文
学
作
品
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。
と
り
わ
け
以
下
に
後
述
す
る
、

閨
怨
詩
な
ど
に
お
け
る
男
女
間
の
思
い
を
君
臣
関
係
に
擬
え
る
解
釈
の
起
源
と

な
っ
た
こ
と
は
、
中
国
古
典
文
学
の
伝
統
的
解
釈
に
お
い
て
は
広
く
認
め
ら
れ
て

い
る
こ
と
で
あ
る
。

　
　
三
、「
古
詩
十
九
首
」
の
閨
怨
的
女
性
像

　

本
節
お
よ
び
次
節
で
は
、
閨
怨
詩
に
作
者
の
寓
意
を
見
る
解
釈
の
例
と
し
て
、

唐
以
前
の
文
学
の
名
作
を
収
録
す
る
『
文
選
』
に
収
録
さ
れ
た
、
漢
代
の
閨
怨
詩

と
そ
れ
に
近
接
す
る
閨
怨
的
手
法
で
詠
ま
れ
た
詩
を
見
る
こ
と
に
す
る
。
こ
れ
ら

の
作
品
の
中
で
、
三
人
称
的
手
法
で
詠
ま
れ
た
「
男
性
と
逢
え
な
い
女
性
」
と
い

う
も
の
が
、
後
世
の
注
（
李
善
注
・
五
臣
注
）
で
ど
の
よ
う
に
解
釈
さ
れ
て
い
る

か
を
確
認
し
た
い
。

『
文
選
』
巻
二
十
九
、「
古
詩
十
九
首
」
其
一
「
行
行
重
行
行
」（
行
き
行
き
て

重
ね
て
行
き
行
く（
9
））

行
行
重
行
行　
　

行
き
行
き
て
重
ね
て
行
き
行
く

與
君
生
別
離　
　

君
と
生
き
な
が
ら
別
離
す

相
去
萬
餘
里　
　

相
ひ
去
る
こ
と
万
余
里

各
在
天
一
涯　
　

各
ゝ
天
の
一
涯
に
在
り

道
路
阻
且
長　
　

道
路　

阻
に
し
て
且
つ
長
し

會
面
安
可
知　
　

会
面　

安
く
ん
ぞ
知
る
べ
け
ん
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五
四

胡
馬
依
北
風　
　

胡
馬　

北
風
に
依
り

越
鳥
巢
南
枝　
　

越
鳥　

南
枝
に
巢
く
ふ

相
去
日
已
遠　
　

相
ひ
去
る
こ
と
日ひ
び

に
已す
で

に
遠
く

衣
帶
日
已
緩　
　

衣
帯　

日
に
已
に
緩
し

浮0

雲
蔽
白
日

0

0

0

0　
　

浮
雲　

白
日
を
蔽お
ほ

ひ

遊
子
不
顧
反

0

0

0

0

0　
　

遊
子　

反か
へ

る
を
顧お
も

は
ず

思
君
令
人
老　
　

君
を
思
へ
ば
人
を
し
て
老
い
し
む

歲
月
忽
已
晚　
　

歲
月　

忽こ
つ

と
し
て
已
に
晩く

れ
ぬ

棄
捐
勿
復
道　
　

棄
捐
せ
ら
る
る
も
復
た
道い

ふ
こ
と
勿な

か
ら
ん

努
力
加
餐
飯　
　

努
力
し
て
餐さ
ん

飯ぱ
ん

を
加
へ
よ

　

こ
の
詩
は
漢
代
の
無
名
氏
（
読
み
人
知
ら
ず
）
の
作
、「
古
詩
十
九
首
」
第
一
首

で
あ
る
。
本
詩
の
趣
旨
に
つ
い
て
は
、
遠
く
に
旅
立
っ
て
帰
ら
な
い
夫
を
思
う
妻

の
情
を
詠
っ
た
「
思
婦
の
詩
」、
即
ち
閨
怨
の
詩
と
し
て
解
釈
さ
れ
る
の
が
現
在
で

は
普
通
と
な
っ
て
い
る）
10
（

。

　

と
こ
ろ
が
、
唐
代
を
代
表
す
る
文
選
注
（
李
善
・
五
臣
）
の
解
釈
は
、
そ
の
よ

う
な
現
在
の
解
釈
と
は
異
な
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
李
善
注
は
、
本
詩
の
「
浮

雲
蔽
白
日
、
遊
子
不
顧
反
」
の
句
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
な
解
釈
を
し
て
い
る
。

　

浮0

雲
之
蔽
白
日

0

0

0

0

0

、
以
喩
邪
佞
之
毀
忠
良

0

0

0

0

0

0

0

0

。
故
遊
子
之
行
、
不
顧
反
也
。
文

子
曰
、「
日
月
欲
明
、
浮
雲
蓋
之
」。
陸
賈
『
新
語
』
曰
、「
邪
臣
之
蔽
賢
、
猶

浮
雲
之
鄣
日
月
」。
古
楊
柳
行
曰
、「
讒
邪
害
公
正
、
浮
雲
蔽
白
日
」。
義
與
此

同
也
。
…
…
（
浮
雲
の
白
日
を
蔽お
ほ

ふ
、
以
て
邪
佞
の
忠
良
を
毀そ
し

る
に
喩た
と

ふ
。

故
に
遊
子
の
行
、
反
る
を
顧お
も

は
ざ
る
な
り
。
文
子
に
曰い
は

く
、「
日
月
明
な
ら
ん

と
欲
す
る
も
、
浮
雲
之
を
蓋
ふ
」
と
。
陸
賈
『
新
語
』
に
曰
く
、「
邪
臣
の
賢

を
蔽
ふ
は
、
猶
ほ
浮
雲
の
日
月
を
鄣ふ

さ

ぐ
が
ご
と
し
」
と
。「
古
楊
柳
行
」
に
曰

く
、「
讒
邪
公
正
を
害
し
、
浮
雲
白
日
を
蔽
ふ
」
と
。
義　

此
と
同
じ
な
り
。

…
…
）。

　

ま
た
李
善
注
と
同
じ
く
唐
代
の
文
選
注
を
代
表
す
る
五
臣
注
は
、
詩
全
体
の
趣

旨
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
解
釈
す
る
。

　

銑
曰
、
此
詩
意
爲0

忠
臣
遭
佞
人
讒
譛

0

0

0

0

0

0

0

、
見
放
逐
也

0

0

0

0

（（
張
）
銑
曰
く
、「
此

の
詩
の
意
は
忠
臣
の
佞
人
が
讒ざ
ん

譛し
ん

に
遭
ふ
が
為た
め

に
、
放
逐
せ
ら
る
る
な
り
」

と
）。

　

さ
ら
に
詩
中
の
句
「
浮
雲
蔽
白
日
、
遊
子
不
顧
反
」、「
思
君
令
人
老
、
歲
月
忽

已
晚
」
に
つ
い
て
も
、
五
臣
注
は
そ
れ
ぞ
れ
次
の
よ
う
に
解
釈
し
て
い
る
。

　

良
曰
、
白
日
、
喩
君
也
。
浮
雲
、
謂
讒
佞
之
臣
也
。
言
佞
臣
蔽
君
之
明

0

0

0

0

0

0

0

、

使
忠
臣
去
而
不
返

0

0

0

0

0

0

0

（（
劉
）
良
曰
く
、「
白
日
、
君
を
喩
ふ
る
な
り
。
浮
雲
、

讒
佞
の
臣
を
謂
ふ
な
り
。
佞
臣　

君
の
明
を
蔽
ひ
、
忠
臣
を
し
て
去
り
て
返

ら
ざ
ら
し
む
る
を
言
ふ
」
と
）。

　　

翰
曰
、
思
君
0

0

、
言
戀
主
也

0

0

0

0

。
恐
歳
月
已
晩

0

0

0

0

0

、
不
得
効
忠
於
君

0

0

0

0

0

0

（（
李
周
）
翰

曰
く
、「
君
を
思
ふ
、
主
を
恋
ふ
る
を
言
ふ
な
り
。
恐
ら
く
は
歳
月
已
に
晩く

れ

て
、
忠
を
君
に
効い
た

す
を
得
ざ
ら
ん
」
と
）。

　

以
上
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
李
善
・
五
臣
の
注
釈
で
は
、
本
詩
を
、
忠
良
な

臣
下
が
佞
臣
の
讒
言
を
受
け
て
放
逐
さ
れ
た
後
、仕
え
て
い
た
君
主
を
な
お
も
思
っ

て
作
っ
た
詩
と
解
釈
し
て
い
る
。
そ
れ
が
あ
た
か
も
閨
怨
詩
に
お
け
る
女
性
が
思

う
男
性
を
慕
う
か
の
よ
う
な
詠
い
ぶ
り
で
あ
る
の
は
、
中
国
古
典
詩
に
詠
じ
ら
れ
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五
五

石
上
乙
麻
呂
「
秋
夜
閨
情
」
再
考
（
住
谷
孝
之
）

る
男
女
関
係
を
し
ば
し
ば
君
臣
関
係
の
比
喩
と
み
な
す
強
固
な
解
釈
の
伝
統
が
存

在
す
る
か
ら
で
あ
る）
11
（

。

　

た
だ
右
の
其
一
の
場
合
は
、閨
怨
の
仮
託
か
、放
逐
さ
れ
た
賢
臣
の
直
叙
の
詩
か
、

解
釈
が
曖
昧
な
点
に
不
安
が
あ
る
。
次
に
、
同
じ
「
古
詩
十
九
首
」
の
中
か
ら
、

よ
り
積
極
的
に
、
閨
怨
詩
に
お
け
る
男
女
関
係
に
君
臣
関
係
の
比
喩
を
見
る
解
釈

例
を
見
る
こ
と
に
し
よ
う
。

「
古
詩
十
九
首
」
其
二
「
靑
靑
河
畔
草
」（
青
青
た
り
河
畔
の
草
）

靑
靑
河
畔
草　
　

青
青
た
り
河
畔
の
草

鬱
鬱
園
中
柳　
　

鬱
鬱
た
り
園
中
の
柳

盈
盈
樓
上
女　
　

盈
盈
た
り
楼
上
の
女

皎
皎
當
窗
牖　
　

皎
皎
と
し
て
窓
牖
に
当
る

娥
娥
紅
粉
粧　
　

娥
娥
た
り
紅
粉
の
粧

纖
纖
出
素
手　
　

繊
繊
と
し
て
素
手
を
出
だ
す

昔
爲
倡
家
女　
　

昔
は
倡
家
の
女
た
り

今
爲
蕩
子
婦　
　

今
は
蕩
子
の
婦
た
り

蕩
子
行
不
歸　
　

蕩
子　

行
き
て
帰
ら
ず

空
牀
難
獨
守　
　

空
牀　

独
り
守
る
こ
と
難
し

　
「
古
詩
十
九
首
」
其
二
「
靑
靑
河
畔
草
」
は
、
家
に
帰
ら
ぬ
夫
（
蕩
子
）
を
、
空

閨
の
中
で
独
り
待
ち
続
け
る
妻
の
悲
嘆
を
詠
じ
た
、
典
型
的
な
閨
怨
の
作
で
あ
る
。

こ
の
詩
に
つ
い
て
五
臣
注
は
、「
銑
曰
、
此
喩
人
有
盛
才
事
於
暗
主

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

。
故
以
婦
人
事

0

0

0

0

0

夫
之
事
託
言
之

0

0

0

0

0

0

」（
銑
曰
く
、「
此
れ
人
の
盛
才
有
り
て
暗
主
に
事つ
か

ふ
る
を
喩
ふ
。

故
に
婦
人
の
夫
に
事
ふ
る
の
事
を
以
て
之
を
託
言
す
」
と
）
と
、
暗
君
に
仕
え
る

才
能
あ
る
臣
下
の
不
遇
が
仮
託
さ
れ
て
い
る
と
解
釈
す
る
。
ま
た
其
五
「
西
北
有

高
樓
」（
西
北
に
高
楼
有
り
）
の
趣
旨
は
、
自
ら
奏
で
る
琴
曲
を
理
解
す
る
伴
侶
を

得
な
い
高
貴
な
女
性
の
嘆
き
を
詠
う
も
の
だ
が
、
李
善
注
は
「
此
篇
明
高
才
之
人
、

0

0

0

0

0

0

0

 

仕
宦
未
達
、
知
人
者
稀
也

0

0

0

0

 

0

0

0

0

0

。
西
北
乾
位
、
君
之
居
也
」（「
此
の
篇
明
ら
か
に
高
才

の
人
の
、仕
宦
未
だ
達
せ
ず
，知
人
な
る
者
稀ま
れ

な
る
な
り
。
西
北
は
乾
の
位（
方
位
）、

君
の
居
な
り
）
と
し
、
五
臣
注
も
「
翰
曰
、
此
詩
喩
君
暗
而
賢
臣
之
言
不
用
也

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

。

西
北
乾
位
、
君
位
也
」（
翰
曰
く
、「
此
の
詩
は
君
の
暗
に
し
て
賢
臣
の
言
用
い
ら

れ
ざ
る
を
喩
ふ
る
な
り
。
西
北
は
乾
の
位
、
君
の
位
な
り
」
と
）
と
あ
り
、
い
ず

れ
も
君
主
に
用
い
ら
れ
な
い
賢
臣
の
不
遇
を
仮
託
し
た
詩
と
解
釈
す
る
点
で
共
通

す
る
。

　

次
の
詩
は
有
名
な
七
夕
伝
説
に
ま
つ
わ
る
内
容
だ
が
、
天
上
の
河
漢
（
天
の
河
）

に
阻
ま
れ
て
、
牽
牛
（
夫
）
と
の
逢
瀬
を
遂
げ
ら
れ
な
い
織
女
（
妻
）
の
悲
嘆
を

詠
ん
だ
こ
の
詩
も
、
閨
怨
詩
の
変
奏
と
見
な
せ
よ
う
。

「
古
詩
十
九
首
」
其
十
「
迢
迢
牽
牛
星
」（
迢
迢
た
る
牽
牛
星
）

迢
迢
牽
牛
星　
　

迢
迢
た
り
牽
牛
星

皎
皎
河
漢
女　
　

皎
皎
た
り
河
漢
の
女

纖
纖
擢
素
手　
　

繊
繊
と
し
て
素
手
を
擢あ

げ

札
札
弄
機
杼　
　

札
札
と
し
て
機
杼
を
弄
も
て
あ
そぶ

終
日
不
成
章　
　

終
日　

章あ
や

を
成
さ
ず

泣
涕
零
如
雨　
　

泣
涕　

零お

つ
る
こ
と
雨
の
如
し

河
漢
淸
且
淺　
　

河
漢
は
清
く
且
つ
浅
し

相
去
復
幾
許　
　

相
ひ
去
る
こ
と
復
た
幾
許
ぞ

盈
盈
一
水
間　
　

盈
盈　

一
水
の
間

脉
脉
不
得
語　
　

脈ば
く

脈ば
く

と
し
て
語
る
を
得
ず

　

五
臣
注
は
本
詩
の
趣
旨
を
「
濟
曰
、
牽
牛
、
織
女
星
、
夫
婦
道
也
。
常
阻
河
漢

不
得
相
親
也
。
此
以
夫
喩
君

0

0

0

0

0

、婦
喩
臣

0

0

0

。
言
臣
有
才
能
不
得
事
君

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、而0

爲0

讒
邪
0

0

所0

隔0

、
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五
六

亦
如
織
女
阻
其
歡

0

0

0

0

0

0

0

情0

也0

」（（
呂
延
）
済
曰
く
、「
牽
牛
、
織
女
星
、
夫
婦
の
道
な
り
。

常
に
河
漢
に
阻
ま
れ
相
ひ
親
し
む
を
得
ざ
る
な
り
。
此
れ
夫
を
以
て
君
に
喩
へ
、

婦
を
臣
に
喩
ふ
。
言
ふ
こ
こ
ろ
は
臣
に
才
能
有
る
も
君
に
事
ふ
る
を
得
ず
し
て
、

讒
邪
の
隔
つ
る
所
と
為
る
、
亦
た
織
女
の
其
の
歓
情
を
阻
ま
る
る
が
ご
と
し
な
り
」

と
）
と
し
、
夫
婦
の
関
係
を
君
臣
の
関
係
に
な
ぞ
ら
え
、
才
能
あ
る
賢
臣
が
邪
悪

な
佞
臣
の
讒
言
に
よ
っ
て
君
主
の
傍
に
仕
え
る
こ
と
が
で
き
ず
に
い
る
こ
と
を
、

織
女
星
が
牽
牛
星
と
天
の
河
で
隔
て
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
仮
託
し
て
い
る
と
解
釈

し
て
い
る
。
ま
た
他
の
五
臣
の
注
も
同
様
に
、「
向
曰
、
終
日
不
成
章
、
喩
臣
能
進

0

0

0

0

德
脩
業

0

0

0

、
有
文
章
之
學

0

0

0

0

0

、
不0

爲0

君0

所0

見
知
0

0

。
不
用
於
時
、
與
不
成
何
異
也
。
泣
涕
、

謂
悲
王
室
微
弱
、
朝
多
邪
臣
、
恐
國
之
亡
」（（
呂
）
向
曰
く
、「
終
日
章
を
成
さ
ず
、

臣
能
く
徳
を
進
め
業
を
修
め
、
文
章
の
学
有
る
も
、
君
の
知
ら
る
る
所
と
為
ら
ざ

る
を
喩
ふ
、
時
に
用
ひ
ら
れ
ざ
る
は
、
成
ら
ざ
る
と
何
ぞ
異
な
ら
ん
や
。
泣
涕
、

王
室
の
微
弱
し
、朝
に
邪
臣
多
き
を
悲
し
み
、国
の
亡ほ
ろ

ぶ
る
を
恐
る
る
を
謂
ふ
」と
）、

「
良
曰
、
…
…
盈
盈
、
端
麗
貌
。
脈
脈
、
自
矜
恃
貌
。
喩
端
麗
之
女
、
在
一
水
之
間
、

而
自
矜
持
不
得
交
語
、亦0

猶0

才
名
之
臣
與
君
阻
隔

0

0

0

0

0

0

0

0

、不
得
啓
沃
也

0

0

0

0

0

」（（
劉
）
良
曰
く
、

「
…
…
盈
盈
、
端
麗
た
る
貌
な
り
。
脈
脈
、
自
ら
矜
恃
す
る
貌
な
り
。
端
麗
の
女
、

一
水
の
間
に
在
り
て
、
自
ら
矜
持
し
て
語
を
交か

は
す
を
得
ざ
る
を
喩
ふ
、
亦
た
猶

ほ
才
名
の
臣
の
君
と
阻
隔
せ
ら
れ
、啓
沃
（
上
申
）
す
る
を
得
ざ
る
が
ご
と
し
な
り
」

と
）
と
、
や
は
り
詩
中
の
句
「
終
日
不
成
章
、
泣
涕
零
如
雨
」「
盈
盈
一
水
間
、
脉

脉
不
得
語
」
を
、
才
能
有
る
臣
下
が
君
主
に
遠
ざ
け
ら
れ
て
忠
を
尽
く
せ
な
い
意

を
託
し
た
も
の
と
解
し
て
い
る）
12
（

。

　

以
上
の
よ
う
に
、「
古
詩
十
九
首
」
中
の
閨
怨
詩
や
そ
れ
に
近
接
す
る
詩
に
描
か

れ
た
「
意
中
の
男
性
に
逢
え
な
い
思
婦
・
相
応
し
い
伴
侶
を
得
ら
れ
ぬ
美
女
」
の

不
遇
は
、「
仕
え
る
君
主
に
遠
ざ
け
ら
れ
た
臣
下
・
君
主
に
自
ら
の
才
能
を
知
ら
れ

て
い
な
い
臣
下
」
の
不
遇
を
仮
託
し
た
も
の
と
す
る
解
釈
が
存
在
し
て
い
る
こ
と

が
う
か
が
え
る
で
あ
ろ
う
。

　
　
四
、
六
朝
の
閨
怨
的
女
性
像
―
曹
植
詩
を
例
に
―

　
「
古
詩
十
九
首
」
以
後
の
詩
で
も
、
孤
閨
の
妻
や
伴
侶
を
得
ら
れ
ぬ
女
性
に
仮
託

し
て
、
詩
人
の
不
遇
を
詠
じ
た
と
解
さ
れ
る
作
品
は
継
続
的
に
作
ら
れ
て
い
る
。

例
え
ば
、
後
漢
末
〜
三
国
時
代
の
建
安
文
学
の
集
大
成
者
で
あ
る
魏
の
曹
植
に
は
、

詩
中
に
描
か
れ
る
女
性
に
自
己
の
懐
才
不
遇
の
思
い
を
託
し
た
と
見
な
さ
れ
る
作

が
存
在
す
る
。

『
文
選
』
巻
二
十
九
、
曹
植
「
雜
詩
六
首
」
其
四
「
南
國
有
佳
人
」（
南
国
に

佳
人
有
り
）

南
國
有
佳
人　
　

南
国
に
佳
人
有
り

容
華
若
桃
李　
　

容
華　

桃
李
の
若ご
と

し

朝
遊
江
北
岸　
　

朝あ
し
たに
江
北
の
岸
に
遊
び

日
夕
宿
湘
沚　
　

日
夕
に
湘し
や
う
し沚
に
宿
る

時
俗
薄
朱
顏　
　

時
俗　

朱
顔
を
薄か
ろ

ん
じ

誰
爲
發
皓
齒　
　

誰た

が
為た
め

に
か
皓
歯
を
発ひ
ら

か
ん

俛
仰
歲
將
暮　
　

俛
仰
に
し
て
歳
は
将
に
暮
れ
ん
と
し

榮
耀
難
久
恃　
　

栄
耀　

久
し
く
は
恃た
の

み
難
し

　

曹
植
「
雑
詩
六
首
」
其
四
「
南
國
有
佳
人
」
の
趣
旨
は
、
美
し
い
女
性
が
自
ら

の
美
貌
を
理
解
さ
れ
な
い
ま
ま
歳
を
と
っ
て
ゆ
く
こ
と
を
嘆
く
も
の
で
あ
る
が
、

五
臣
注
は
こ
れ
を
「
翰
曰
、
以
佳
人
喩
賢
人
不
見
重
於
時

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

」（
翰
曰
く
、「
佳
人
を

以
て
賢
人
の
時
に
重
ん
ぜ
ら
れ
ざ
る
を
喩
ふ
」
と
）
と
、
賢
才
が
世
に
重
ん
じ
ら

れ
ず
、
君
主
に
仕
え
る
機
会
の
な
い
こ
と
を
寓
意
し
た
も
の
と
解
し
て
い
る）
13
（

。
ま

た
同
じ
曹
植
の
楽
府
「
美
女
篇
」（『
文
選
』
巻
二
十
七
、「
美
女
妖
且
閑
、
采
桑
岐

路
間
…
…
」）
も
ま
た
、自
ら
に
相
応
し
い
伴
侶
を
得
ら
れ
ぬ
美
女
を
詠
う
詩
だ
が
、

五
臣
注
で
は
「
銑
曰
、
以
美
女
喩
君
子

0

0

0

0

0

0

。
言
君
子
既
有
美
行

0

0

0

0

0

0

0

、
上
願
明
君
而
事
之

0

0

0

0

0

0

0
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五
七

石
上
乙
麻
呂
「
秋
夜
閨
情
」
再
考
（
住
谷
孝
之
）

…
…
」（
銑
曰
く
、「
美
女
を
以
て
君
子
に
喩
ふ
。
言
ふ
こ
こ
ろ
は
君
子
既
に
美
行

有
り
、
明
君
あ
り
て
之
に
事
ふ
る
を
上ね
が

ひ
願
ふ
。
…
…
」
と
）
と
、
や
は
り
才
能

有
る
者
（
作
者
自
身
）
が
君
主
に
仕
え
る
機
会
の
な
い
不
遇
を
仮
託
し
た
作
と
み

な
し
て
い
る）
14
（

。

　

以
上
の
「
古
詩
十
九
首
」
や
曹
植
の
閨
怨
詩
な
ど
に
詠
ま
れ
た
女
性
像
が
、
お

し
な
べ
て
実
際
の
君
臣
関
係
や
作
者
の
不
遇
を
仮
託
し
た
も
の
で
あ
る
か
に
つ
い

て
は
、
現
代
で
は
疑
問
と
す
る
向
き
も
あ
る）
15
（

。
た
だ
こ
こ
で
は
そ
う
し
た
作
者
の

真
意
の
当
否
よ
り
も
、
石
上
乙
麻
呂
と
同
時
代
の
唐
代
に
お
い
て
、
科
挙
の
詩
文

の
模
範
と
し
て
重
視
さ
れ
た
『
文
選
』
の
注
釈
で
あ
る
李
善
注
・
五
臣
注
に
、
閨

怨
詩
に
こ
の
よ
う
な
仮
託
の
意
図
が
込
め
ら
れ
て
い
る
と
す
る
解
釈
が
存
在
し
た

点
こ
そ
が
重
要
で
あ
ろ
う
。
両
注
釈
に
共
通
し
て
こ
の
よ
う
な
解
釈
が
存
在
し
て

い
る
こ
と
は
、
閨
怨
詩
に
作
者
の
仮
託
を
見
る
こ
の
よ
う
な
見
方
が
当
時
一
般
に

広
く
通
行
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
に
ほ
か
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
し

て
こ
の
よ
う
な
解
釈
が
広
く
通
行
す
る
状
況
の
下
で
、
他
の
詩
人
た
ち
も
ま
た
そ

れ
に
倣
い
、
同
様
の
意
図
を
込
め
た
閨
怨
詩
を
詠
む
よ
う
に
な
る
の
は
、
ご
く
自

然
な
成
り
行
き
と
い
え
よ
う
。

　
　
五
、
唐
代
の
閨
怨
的
女
性
像
―
李
白
詩
を
例
に
―

　

こ
の
よ
う
な
解
釈
が
通
行
し
て
い
た
文
学
環
境
の
下
、
唐
代
の
閨
怨
詩
な
ど
に

詠
ま
れ
た
思
婦
や
美
女
に
は
、
明
ら
か
に
作
者
の
不
遇
を
仮
託
し
た
作
品
が
存
在

し
て
い
る
。
そ
の
例
と
し
て
、盛
唐
を
代
表
す
る
詩
人
、李
白
の
作
を
見
て
み
よ
う
。

李
白
「
古
風
五
十
九
首
」
其
四
十
九
「
美
人
出
南
國
」（
美
人
南
国
よ
り
出い

づ）
16
（

）

美
人
出
南
國　
　

美
人
南
国
よ
り
出
づ

灼
灼
芙
蓉
姿　
　

灼
灼
た
り
芙
蓉
の
姿

皓
齒
終
不
發　
　

皓
歯　

終
に
発ひ
ら

か
ず

芳
心
空
自
持　
　

芳
心　

空む

な自
し
く
持
す

由
來
紫
宮
女　
　

由
来　

紫
宮
の
女

共
妬
靑
蛾
眉　
　

共
に
青
蛾
の
眉
を
妬ね
た

む

歸
去
瀟
湘
沚　
　

帰
り
去
れ　

瀟
湘
の
沚

沈
吟
何
足
悲　
　

沈
吟
す
る
も
何
ぞ
悲
し
む
に
足
ら
ん

　

李
白
の
「
古
風
五
十
九
首
」
は
、
漢
魏
の
「
古
の
詩
風
」
に
倣
い
、
自
ら
の
感

懐
を
詠
ん
だ
連
作
詩
で
あ
る
。
そ
の
中
に
は
自
身
の
感
懐
を
他
の
事
物
に
寄
託
し

て
詠
ん
だ
「
興
寄
」
の
手
法
を
用
い
た
も
の
も
含
ま
れ
て
い
る
。
右
に
あ
げ
た
其

四
十
九
「
美
人
出
南
國
」
は
、
南
国
出
身
の
美
女
が
、
皇
帝
の
宮
殿
（
紫
宮
）
の

女
た
ち
の
嫉
妬
に
よ
り
、
宮
中
を
去
ら
ざ
る
え
な
く
な
っ
た
こ
と
を
詠
じ
た
も
の

で
あ
る
。
詩
句
を
一
読
し
て
明
ら
か
な
よ
う
に
、こ
の
詩
は
先
の
曹
植「
雑
詩
六
首
」

其
四
を
踏
ま
え
た
模
擬
の
作
で
あ
る
。
そ
し
て
先
述
の
「
古
風
」
と
い
う
作
品
の

性
格
や
そ
こ
で
用
い
ら
れ
る
「
興
寄
」
の
手
法
を
考
慮
す
れ
ば
、
こ
の
詩
に
詠
ま

れ
た
「
宮
女
た
ち
の
嫉
妬
に
よ
り
皇
帝
の
宮
殿
を
去
る
美
女）
17
（

」
に
は
、
作
者
で
あ

る
李
白
自
身
の
姿
―
宮
廷
人
の
讒
言
に
よ
り
玄
宗
の
宮
廷
を
放
逐
さ
れ
た
―
が
仮

託
さ
れ
て
い
る
と
み
て
ほ
ぼ
間
違
い
な
い
だ
ろ
う）
18
（

。
こ
の
作
以
外
に
も
、
李
白
は

閨
怨
詩
の
作
品
を
残
し
て
い
る
が
、
現
代
中
国
の
注
釈
者
の
間
で
は
、
そ
れ
ら
の

一
部
に
も
、
や
は
り
詩
中
の
女
性
像
に
作
者
自
身
の
投
影
を
見
る
解
釈
が
通
行
し

て
い
る）
19
（

。

　

乙
麻
呂
と
同
時
代
の
詩
人
で
あ
る
李
白
の
詩
に
、
こ
の
よ
う
な
「
君
主
に
遠
ざ

け
ら
れ
た
・
君
主
の
知
遇
を
得
ら
れ
な
い
自
己
の
不
遇
」
の
仮
託
と
し
て
「
三
人

称
的
女
性
像
」
が
詠
ま
れ
て
い
る
と
い
う
事
実
は
、
乙
麻
呂
の
「
秋
夜
閨
情
」
に

描
か
れ
た
「
女
性
」
も
ま
た
そ
う
し
た
自
己
の
仮
託
と
み
な
す
解
釈
の
確
か
さ
を

表
し
て
い
よ
う
。
し
か
も
そ
う
し
た
解
釈
は
、
こ
の
時
代
に
突
然
出
現
し
た
一
過



― 257 ―

愛
知
淑
徳
大
学
論
集
―
文
学
部
篇
―　

第
四
十
九
号

五
八

性
の
も
の
で
は
決
し
て
な
い
。
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
と
お
り
、
そ
れ
は
中
国
古
典

文
学
解
釈
史
の
長
い
時
の
流
れ
の
中
で
形
成
さ
れ
継
承
さ
れ
て
き
た
、
確
固
た
る

「
伝
統
」
な
の
で
あ
る
。

　
　
六
、 

石
上
乙
麻
呂「
秋
夜
閨
情
」の
制
作
意
図
お
よ
び「
山
川
嶮
易
路
」

の
寓
意
す
る
も
の
に
つ
い
て

　

前
節
ま
で
、「
古
詩
十
九
首
」
か
ら
唐
の
李
白
ま
で
の
閨
怨
的
作
品
の
実
例
を
見

て
き
た
。
本
節
で
は
、
こ
れ
ら
の
作
品
で
詠
ま
れ
た
「
作
者
と
直
接
関
係
な
い
三

人
称
的
女
性
像
」
の
寓
意
性
を
参
考
に
、
石
上
乙
麻
呂
「
秋
夜
閨
情
」
の
制
作
意

図
を
改
め
て
考
え
て
い
き
た
い
。

　
「
序
」
で
述
べ
た
と
お
り
、
乙
麻
呂
の
土
佐
配
流
は
、『
続
日
本
紀
』
に
記
さ
れ

た
藤
原
宇
合
の
未
亡
人
、
久
米
若
女
（
久
米
若
売
）
と
の
姦
通
を
罪
に
問
わ
れ
て

の
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
た
め
従
来
の
解
釈
の
多
く
は
、
こ
の
件
を
本
詩
と
結
び

つ
け
て
「
久
米
若
女
へ
の
恋
情
を
詠
っ
た
」
と
見
な
し
て
き
た
の
も
す
で
に
述
べ

た
と
お
り
で
あ
る
。
だ
が
筆
者
の
見
る
と
こ
ろ
、『
懐
風
藻
』
の
撰
者
は
そ
う
し
た

見
解
（
姦
通
事
件
）
と
や
や
異
な
る
視
点
か
ら
配
流
の
事
情
を
見
て
い
る
よ
う
に

思
わ
れ
る
。

　
『
懐
風
藻
』
石
上
乙
麻
呂
伝
で
は
、
乙
麻
呂
の
土
佐
流
罪
と
『
銜
悲
藻
』
編
纂
に

つ
い
て
、「
嘗
有
朝
譴
、
飄
寓
南
荒
、
臨
淵
吟
澤
、
寫
心
文
藻
。
遂
有
銜
悲
藻
兩
卷
、

今
傳
於
世
」（
嘗
て
朝
譴
有
り
て
、
南
荒
に
飄
寓
し
、
淵
に
臨
み
沢
に
吟
じ
、
心
を

文
藻
に
写
す
。
遂
に
銜
悲
藻
両
巻
有
り
、
今い
ま

世
に
伝
は
る
）
と
記
し
て
い
る
。
従

来
で
も
こ
の
記
述
が
『
楚
辞
』
を
典
拠
と
し
、
乙
麻
呂
の
不
遇
を
屈
原
に
擬
え
る

意
図
が
あ
っ
た
こ
と
は
指
摘
さ
れ
て
い
る）
20
（

。
も
ち
ろ
ん
こ
の
指
摘
自
体
は
間
違
っ

て
は
い
な
い
が
、
筆
者
は
こ
こ
に
『
懐
風
藻
』
撰
者
の
よ
り
積
極
的
な
意
図
が
あ

る
の
で
は
な
い
か
と
主
張
し
た
い
。

　

前
節
ま
で
指
摘
し
た
と
お
り
、
閨
怨
詩
の
女
性
像
は
、「
君
主
に
遠
ざ
け
ら
れ
た
・

君
主
の
知
遇
を
得
ら
れ
な
い
作
者
の
不
遇
」
の
仮
託
と
し
て
解
釈
す
る
伝
統
が
存

在
し
た
。
そ
し
て
そ
の
不
遇
の
理
由
と
し
て
、
し
ば
し
ば
「
邪
悪
な
佞
臣
」
の
存

在
が
あ
げ
ら
れ
る
。『
史
記
』
の
屈
原
の
事
跡
を
振
り
返
れ
ば
、
彼
が
楚
王
に
疎
ま

れ
宮
廷
を
追
放
さ
れ
た
の
は
、そ
の
才
能
を
妬
む
佞
臣
の
讒
言
に
よ
る
も
の
で
あ
っ

た
。「
古
詩
十
九
首
」
の
中
に
出
て
く
る
「
浮
雲
」（
其
一
）、「
河
漢
」（
其
十
）
の

語
に
つ
い
て
、
李
善
注
や
五
臣
注
は
「
忠
臣
を
君
主
か
ら
遠
ざ
け
る
佞
臣
の
比
喩
」

と
解
釈
し
て
い
た
。
李
白
は
「
古
風
五
十
九
首
」
其
四
十
九
で
、
自
分
を
讒
言
し

た
玄
宗
の
宮
廷
人
を
「
美
女
の
容
貌
を
妬
む
宮
女
た
ち
」
に
喩
え
て
い
た
。

　

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
た
上
で
「
秋
夜
閨
情
」
に
詠
ま
れ
た
「
山
川
嶮
易
路
」
の
句

を
改
め
て
見
て
み
る
と
、
こ
こ
に
そ
の
よ
う
な
寓
意
が
存
在
す
る
可
能
性
が
浮
か

ん
で
く
る
。
こ
の
句
は
表
面
的
に
は
、「
山
と
川
の
重
な
る
険
し
い
道
（「
易
」
は

偏
義
複
詞
で
用
い
ら
れ
意
味
な
し
）
が
夫
婦
（
男
女
）
の
間
に
あ
っ
て
疎
通
を
妨

げ
て
い
る
」
と
い
う
も
の
だ
が
、こ
こ
に
君
臣
間
の
仮
託
が
あ
る
と
考
え
れ
ば
、「
君

主
に
自
ら
の
思
い
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
忠
臣
の
憂
い
・
憤
懣
」
の
喩
え
と

解
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
さ
ら
に
一
歩
進
ん
で
、険
阻
な
る
道
に
存
在
す
る
「
山

川
」
は
、
或
い
は
「
古
詩
十
九
首
」
其
一
の
「
浮
雲
」
や
其
十
の
「
河
漢
」
の
よ

う
な
、
君
臣
の
間
を
阻
害
す
る
も
の
、
す
な
わ
ち
「
忠
臣
で
あ
る
自
分
を
君
主
か

ら
遠
ざ
け
た
佞
臣
」
を
寓
意
し
て
い
る
と
解
す
る
こ
と
も
可
能
だ
ろ
う
。
そ
し
て

こ
れ
ら
の
例
を
参
考
に
、「
乙
麻
呂
伝
」
の
当
該
記
述
を
振
り
返
れ
ば
、『
懐
風
藻
』

の
撰
者
に
は
、
乙
麻
呂
の
土
佐
配
流
の
背
後
に
彼
の
政
敵
の
讒
言
が
あ
っ
た
こ
と

を
暗
示
す
る
意
図
が
あ
っ
た
と
言
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か）
21
（

。

　

以
上
の
点
、
お
よ
び
「
秋
夜
閨
情
」
に
詠
じ
ら
れ
た
「
山
と
川
に
遮
ら
れ
て
、

男
性
（
夫
）
と
逢
え
な
い
怨
み
（
不
満
）
を
抱
き
つ
つ
、
な
お
も
彼
を
慕
い
つ
づ

け
る
女
性
（
妻
）」
の
姿
を
考
慮
す
れ
ば
、
本
詩
の
内
に
込
め
ら
れ
た
乙
麻
呂
の
思

い
と
は
、
佞
臣
の
讒
言
を
信
じ
て
自
ら
を
遠
ざ
け
た
楚
王
へ
の
怨
み
を
抱
き
つ
つ
、

そ
れ
で
も
主
君
へ
の
忠
義
の
情
を
抱
き
続
け
た
屈
原
と
同
様
の
、
讒
言
を
信
じ
て
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五
九

石
上
乙
麻
呂
「
秋
夜
閨
情
」
再
考
（
住
谷
孝
之
）

自
ら
を
遠
ざ
け
た
主
君
（
す
な
わ
ち
聖
武
天
皇
）
に
対
す
る
「
怨
慕
の
情
」
で
あ

る
と
見
る
べ
き
で
は
な
い
か）
22
（

。

　

石
上
乙
麻
呂
の
「
秋
夜
閨
情
」
と
い
う
詩
は
、
従
来
の
解
釈
の
よ
う
な
乙
麻
呂

個
人
の
恋
情
を
詠
ん
だ
内
容
だ
と
は
考
え
が
た
い
。
そ
の
制
作
意
図
は
、
閨
怨
詩

の
伝
統
的
解
釈
に
従
い
、
配
流
の
身
に
あ
る
自
己
の
不
遇
の
思
い
と
、
自
分
を
遠

ざ
け
た
主
君
で
あ
る
聖
武
天
皇
へ
の
怨
慕
の
情
を
詠
ん
だ
も
の
で
あ
り
、
本
詩
は

古
代
中
国
の
士
人
（
知
識
人
）
の
懐
才
不
遇
の
精
神
に
忠
実
に
沿
っ
て
作
ら
れ
た

も
の
で
あ
る
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。

　
　
結
語

　

こ
こ
ま
で
『
楚
辞
』
に
詠
ま
れ
た
女
性
像
の
解
釈
を
起
源
と
す
る
、漢
代
の
「
古

詩
十
九
首
」
か
ら
唐
の
李
白
ま
で
の
閨
怨
詩
や
閨
怨
的
手
法
で
詠
ま
れ
た
詩
に
お

け
る
「
作
者
と
直
接
関
係
の
な
い
三
人
称
的
手
法
で
描
か
れ
た
女
性
像
」
の
実
例

を
見
た
上
で
、
石
上
乙
麻
呂
「
秋
夜
閨
情
」
の
詩
も
ま
た
、
こ
の
系
譜
上
に
あ
る

作
品
で
あ
る
こ
と
を
論
じ
て
き
た
。
こ
れ
ら
の
詩
に
お
け
る
男
女
関
係
は
、
君
臣

関
係
の
寓
意
と
み
な
す
解
釈
が
あ
り
、
こ
の
解
釈
に
従
っ
て
、
作
中
の
「
意
中
の

男
性
や
相
応
し
い
伴
侶
と
逢
え
な
い
女
性
像
」
は
、「
君
主
に
遠
ざ
け
ら
れ
た
・
君

主
の
知
遇
を
得
ら
れ
な
い
作
者
自
身
」
の
仮
託
と
し
て
詠
ま
れ
て
き
た
。
こ
う
し

た
閨
怨
詩
に
お
け
る
女
性
に
作
者
自
身
の
仮
託
を
見
る
解
釈
は
、唐
代
以
降
も
「
中

国
の
過
去
に
お
け
る
正
統
的
な
解
釈
」
と
し
て
継
承
さ
れ
、
現
代
に
至
っ
て
も
な

お
一
定
の
影
響
力
を
維
持
す
る
に
至
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
中
国
古
典
文
学
の

強
固
な
作
品
解
釈
の
伝
統
を
踏
ま
え
れ
ば
、石
上
乙
麻
呂
の
「
秋
夜
閨
情
」
も
ま
た
、

従
来
の
よ
う
な
「
閨
怨
」
の
主
題
特
有
の
様
式
を
ね
じ
曲
げ
、「
乙
麻
呂
の
久
米
若

女
（
或
い
は
都
の
女
性
）
へ
の
恋
情
を
詠
ん
だ
」
と
い
っ
た
恣
意
的
解
釈
を
行
う

よ
り
も
、
中
国
古
典
の
伝
統
に
の
っ
と
っ
た
閨
怨
詩
解
釈
の
系
譜
か
ら
生
み
出
さ

れ
た
「
君
臣
関
係
の
仮
託
の
作
」
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
り
、
妥
当
で
あ
ろ
う
。

　

以
上
か
ら
、
筆
者
は
石
上
乙
麻
呂
「
秋
夜
閨
情
」
の
制
作
意
図
に
つ
い
て
、「（
恐

ら
く
は
讒
言
に
よ
っ
て
）
土
佐
に
流
さ
れ
た
作
者
の
不
遇
の
思
い
と
主
君
・
聖
武

天
皇
へ
の
怨
慕
の
情
を
、
閨
中
の
女
性
が
意
中
の
男
性
（
夫
）
に
逢
え
な
い
が
た

め
に
生
じ
る
や
る
せ
な
い
思
い
に
仮
託
し
た
も
の
」
と
結
論
づ
け
た
い）
23
（

。

　
　
注

（
１
）
本
詩
を
収
録
す
る
『
懐
風
藻
』
の
本
文
は
、土
佐
朋
子
『
校
本　

懐
風
藻
』（
新

典
社
、
二
〇
二
一
年
）
に
拠
る
が
、
一
部
の
文
字
・
字
体
に
つ
い
て
は
諸
注

釈
書
を
参
照
し
て
改
め
て
い
る
。

（
２
）「
石
上
乙
麻
呂
「
秋
夜
閨
情
」
考
―
「
閨
怨
」
の
主
題
に
即
し
て
―
」（『
中

国
詩
文
論
叢
』
第
四
十
集
、
二
〇
二
一
年
）

（
３
）「
秋
夜
閨
情
」
に
関
す
る
先
行
解
釈
に
つ
い
て
は
、
注
（
２
）
所
掲
の
前
稿

を
参
照
。

（
４
）
中
国
古
典
詩
に
お
け
る
男
女
の
恋
愛
が
こ
の
よ
う
な
「
閨
怨
」
を
中
心
と
す

る
「
三
人
称
的
手
法
」
を
と
っ
て
詠
ま
れ
る
理
由
に
つ
い
て
は
、
既
に
松
浦

友
久
「
唐
詩
に
表
わ
れ
た
女
性
像
と
女
性
観
」（『
中
国
詩
歌
原
論
―
比
較
詩

学
の
主
題
に
即
し
て
―
』
大
修
館
書
店
、
一
九
九
二
年
）
な
ど
の
先
行
研
究

に
指
摘
が
あ
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
①
古
代
中
国
の
士
人
（
知
識
人
）
の
男

尊
女
卑
的
倫
理
観
、
②
中
国
社
会
に
お
け
る
人
為
性
尊
重
の
伝
統
、
③
唐
詩

に
代
表
さ
れ
る
狭
義
の
中
国
古
典
詩
が
様
式
と
し
て
帯
び
て
い
た
古
典
的
正

統
的
な
性
格
、
等
の
原
因
か
ら
、
古
典
文
学
の
主
な
担
い
手
で
あ
る
士
人
に

と
っ
て
、
正
統
的
文
学
で
あ
る
「
詩
」
の
中
で
は
、
男
女
の
恋
情
を
一
人
称

的
・
主
体
的
に
表
白
す
る
こ
と
は
心
理
的
な
抵
抗
を
生
み
や
す
く
、
そ
れ
を

回
避
す
る
手
段
と
し
て
、
作
者
と
直
接
関
係
の
な
い
、
三
人
称
的
・
客
体
化

さ
れ
た
女
性
像
が
詠
ま
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
と
い
う
。

（
５
）
こ
の
ほ
か
、『
玉
台
新
詠
』
が
収
録
す
る
、
梁
の
簡
文
帝
と
そ
の
周
囲
の
文
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愛
知
淑
徳
大
学
論
集
―
文
学
部
篇
―　

第
四
十
九
号

六
〇

人
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
詩
（
一
般
に
「
宮
体
詩
」
と
称
さ
れ
る
）
の
中
に
は
、

「
美
女
の
姿
態
・
動
作
等
の
描
写
を
関
心
の
中
心
と
す
る
」
艶
詩
も
存
在
す

る
が
、
こ
れ
ら
の
作
品
は
本
稿
の
論
旨
に
関
わ
ら
な
い
た
め
こ
こ
で
は
取
り

あ
げ
な
い
。
こ
う
し
た
「
宮
体
」
風
の
艶
詩
に
つ
い
て
は
、
興
膳
宏
「
艶
詩

の
形
成
と
沈
約
」（『
乱
世
を
生
き
る
詩
人
た
ち　

六
朝
詩
人
論
』
研
文
出
版
、

二
〇
〇
一
年
）
等
を
参
照
。

（
６
）
な
お
注
（
２
）
所
掲
の
前
稿
執
筆
後
に
筆
者
が
閲
読
し
た
、
本
間
洋
一
「
悲

哀
の
詩
人
―
石
上
乙
麻
呂
―
」（『
詩
人
た
ち
の
歳
月
―
漢
詩
エ
ッ
セ
イ
―
』

和
泉
書
院
、
二
〇
二
一
年
）
で
は
、
六
朝
の
『
玉
台
新
詠
』
お
よ
び
唐
代
の

閨
怨
詩
（
張
仲
素
「
秋
閨
怨
」）
が
仮
構
の
世
界
を
詠
み
上
げ
た
も
の
で
あ

る
の
に
対
し
、
乙
麻
呂
の
「
秋
夜
閨
情
」
に
つ
い
て
は
、「
こ
う
し
て
流
謫

の
身
と
な
っ
た
彼
の
土
佐
で
の
生
活
の
中
で
作
ら
れ
た
も
の
で
、「
閨
怨
」

は
決
し
て
形
式
的
な
も
の
で
は
な
く
、
作
者
の
現
実
、
生
の
体
験
に
基
ず
く

痛
切
な
悲
哀
を
表
現
し
た
も
の
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
の
だ
」（
九
頁
）
と
述

べ
て
い
る
。「
閨
怨
」
は
基
本
仮
構
の
世
界
を
詠
う
も
の
で
あ
る
と
す
る
見

解
は
正
し
い
も
の
の
、「
秋
夜
閨
情
」
の
場
合
の
み
は
例
外
に
「（
若
女
と
の

恋
愛
と
い
う
）
作
者
の
現
実
」
に
基
づ
く
と
す
る
氏
の
見
解
に
つ
い
て
は
、

本
稿
で
述
べ
る
よ
う
に
無
理
の
あ
る
解
釈
と
い
え
よ
う
。

（
７
）『
史
記
』
巻
八
十
四
「
屈
原
賈
生
列
伝
」（
中
華
書
局
、
一
九
五
九
年
）。

（
８
）
漢
代
に
お
け
る
こ
の
よ
う
な
屈
原
像
の
形
成
と
「
離
騒
」
に
代
表
さ
れ
る
『
楚

辞
』
解
釈
に
つ
い
て
は
、
矢
田
尚
子
『
楚
辞
「
離
騒
」
を
読
む
―
悲
劇
の
忠

臣
・
屈
原
の
人
物
像
を
め
ぐ
っ
て
―
』（
東
北
大
学
出
版
社
、
二
〇
一
八
年
）、

お
よ
び
同
氏
の
「
時
空
を
越
え
る
『
楚
辞
』」（『
つ
な
ぐ
世
界
史
１
古
代
・

中
世
』
清
水
書
院
、
二
〇
二
三
年
）
を
参
照
。

（
９
）『
文
選
』
の
本
文
お
よ
び
李
善
注
・
五
臣
注
は
、
劉
躍
進
『
文
選
旧
註
輯
存
』

（
鳳
凰
出
版
社
、
二
〇
一
七
年
）
に
拠
る
が
、
異
体
字
に
つ
い
て
は
通
行
の

漢
字
に
改
め
、
句
読
点
も
適
宜
改
め
た
。

（
10
）「
古
詩
十
九
首
」
其
一
「
行
行
重
行
行
」
の
作
品
解
釈
の
異
同
に
つ
い
て
は
、

松
浦
友
久
編
『
続
校
注
唐
詩
解
釈
辞
典
〔
付
〕
歴
代
詩
』（
大
修
館
書
店
、

二
〇
〇
一
年
）
に
お
け
る
本
詩
の
項
（
執
筆
：
田
中
和
夫
）
を
参
照
。

（
11
）
注
（
10
）
所
掲
の
『
続
校
注
唐
詩
解
釈
辞
典
〔
付
〕
歴
代
詩
』
に
お
け
る
本

詩
の
項
（
七
八
四
頁
）
で
は
、「「
行
行
重
行
行
」
と
い
う
詩
が
男
女
間
の
相

思
の
口
ぶ
り
で
あ
る
の
は
、
む
し
ろ
自
明
と
思
え
る
も
の
で
あ
る
が
、
男
女

間
の
思
い
を
君
臣
間
の
思
い
に
喩
え
る
の
は
『
楚
辞
』・「
離
騒
」
以
来
、
培

わ
れ
て
き
た
い
わ
ば
伝
統
的
読
詩
法
で
あ
り
、
上
記
の
よ
う
に
解
釈
す
る
の

は
、
中
国
の
過
去
に
お
け
る
、
正
統
的
解
釈
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
」
と
あ
る
。

（
12
）「
古
詩
十
九
首
」
其
十
「
迢
迢
牽
牛
星
」
に
関
す
る
歴
代
の
主
要
な
解
釈
に

つ
い
て
は
、
注
（
10
）
所
掲
の
『
続
校
注
唐
詩
解
釈
辞
典
〔
付
〕
歴
代
詩
』

に
お
け
る
本
詩
の
項
（
執
筆
：
田
中
和
夫
）
を
参
照
。

（
13
）
本
詩
に
つ
い
て
は
、
川
合
康
三
『
曹
操
・
曹
丕
・
曹
植
詩
文
選
』（
岩
波
文
庫
、

二
〇
二
二
年
）で
も
、「
表
面
上
は
い
わ
ゆ
る
美
人
衰
暮
の
悲
哀
を
う
た
う
が
、

寓
意
の
詩
で
あ
る
こ
と
を
示
す
の
は
、
５
「
時
俗　

朱
顔
を
薄か
ろ

ん
ず
」
の
一

句
。「
時
俗
」
は
本
来
「
朱
顔
」
を
好
む
も
の
で
あ
る
の
に
、
そ
れ
を
疎
ん

じ
る
と
い
う
こ
と
か
ら
、
美
貌
が
才
気
を
置
き
換
え
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が

わ
か
る
。
衆
に
優
れ
た
才
ゆ
え
に
妬
み
を
受
け
、
冷
遇
さ
れ
た
ま
ま
空
し
く

老
い
て
い
く
作
者
自
身
を
仮
託
す
る
」（
三
二
五
頁
）
と
述
べ
て
い
る
。

（
14
）
唐
以
後
に
な
る
が
、
他
の
曹
植
の
詩
「
雑
詩
六
首
」
其
三
（『
文
選
』
巻
二

十
九
、「
西
北
有
織
婦
、
窓
縞
何
繽
紛
…
…
」、「
七
哀
詩
」（『
文
選
』
巻
二

十
三
、「
明
月
照
高
樓
、
流
光
正
徘
徊
。
上
有
愁
思
婦
、
悲
歎
有
餘
哀
…
…
」）

な
ど
に
詠
ま
れ
た
思
婦
に
つ
い
て
も
、
自
ら
の
不
遇
を
仮
託
し
た
も
の
と
す

る
解
釈
が
存
在
し
て
い
る
（
元
・
劉
履
『
選
詩
補
注
』
巻
二
）。

（
15
）「
古
詩
十
九
首
」
に
つ
い
て
は
、
注
（
10
）
所
掲
の
『
続
校
注
唐
詩
解
釈
辞
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六
一

石
上
乙
麻
呂
「
秋
夜
閨
情
」
再
考
（
住
谷
孝
之
）

典
〔
付
〕
歴
代
詩
』
に
お
い
て
、
現
代
の
解
釈
で
は
単
に
夫
婦
の
情
愛
を
述

べ
た
「
思
婦
の
詩
」
と
見
な
す
の
が
普
通
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
曹

植
の
閨
怨
詩
に
つ
い
て
は
、
趙
美
子
「
曹
植
の
閨
怨
詩
―
曹
丕
と
の
関
係
を

中
心
に
―
」（『
お
茶
の
水
女
子
大
学
中
国
文
学
会
報
』
第
四
〇
号
、
二
〇
二

一
年
）
で
は
、
曹
植
の
閨
怨
詩
に
関
し
て
、
従
来
の
先
行
研
究
が
兄
の
曹
丕

に
遠
ざ
け
ら
れ
た
不
遇
感
へ
の
仮
託
で
捉
え
が
ち
な
点
を
疑
問
視
し
、
そ
の

中
に
は
、
夫
婦
の
別
れ
を
借
り
て
兄
弟
の
別
れ
を
表
現
し
た
仮
託
の
作
も
存

在
す
る
と
指
摘
す
る
。

（
16
）
李
白
の
詩
の
本
文
は
『
李
太
白
文
集
』（
汲
古
書
院
影
印
、
二
〇
〇
六
年
）

に
拠
る
。

（
17
）「
由
來
紫
宮
女
、
共
妬
青
蛾
眉
」
の
句
は
、『
楚
辞
』「
離
騒
」
の
「
衆
女
嫉

余
之
蛾
眉
兮
」（
衆
女　

余
の
蛾
眉
を
嫉
む
）に
ち
な
む
。
王
逸
注
は「
衆
女
、

謂
衆
臣
」（
衆
女
、
衆
臣
を
謂
ふ
）
と
、
屈
原
を
妬
む
佞
臣
た
ち
を
、
美
女

を
妬
む
周
囲
の
女
性
に
喩
え
た
と
解
す
る
。

（
18
）
李
白
の
「
古
風
五
十
九
首
」
其
四
十
九
「
美
人
出
南
國
」
に
つ
い
て
は
、
南

宋
・
楊
斉
賢
、
元
・
蕭
士
贇
『
分
類
補
注
李
太
白
詩
』
の
「
士
贇
曰
、
此
太
0

0

白
遭
讒
擯
逐
後
之
詩
也

0

0

0

0

0

0

0

0

0

」（
士
贇
曰
く
、「
此
れ
太
白
の
讒
に
遭
ひ
て
擯し
り
ぞけ
逐お

は
れ
し
後
の
詩
な
り
」
と
）
と
、
李
白
が
宮
廷
人
の
讒
言
よ
っ
て
玄
宗
の
宮

中
か
ら
放
逐
さ
れ
た
天
宝
三
載
（
七
四
四
）
頃
の
作
と
す
る
見
解
が
現
代
で

も
ほ
ぼ
定
着
し
て
い
る
。
な
お
安
旗
『
李
白
全
集
編
年
箋
注
』（
中
華
書
局
、

二
〇
一
五
年
）
は
、「
紫
宮
女
、
詩
以
喩
朝
中
群
小

0

0

0

0

0

0

0

」（
五
四
三
頁
）
と
、
宮

中
で
嫉
視
を
受
け
て
い
た
前
年
の
作
と
す
る
。

（
19
）
例
え
ば
、
現
在
中
国
に
お
け
る
李
白
注
の
集
大
成
と
さ
れ
る
、
郁
賢
皓
『
李

太
白
集
全
集
校
注
』（
鳳
凰
出
版
社
、
二
〇
一
五
年
）
で
は
、
巻
二
十
三
「
閨

情
」
に
収
録
さ
れ
る
詩
の
う
ち
、「
長
信
宮
」「
長
門
怨
二
首
」「
怨
情
（
新

人
如
花
雖
可
寵
）」
を
、
玄
宗
の
宮
廷
で
讒
言
を
受
け
た
李
白
自
身
を
仮
託

し
た
（
ま
た
は
そ
の
可
能
性
が
あ
る
）
作
と
み
な
す
。
ま
た
（
18
）
所
掲
の

安
旗
『
李
白
全
集
編
年
箋
注
』
で
は
、「
怨
歌
行
」
に
つ
い
て
「
太
白
此
篇

蓋
借
宮
人
以
自
傷

0

0

0

0

0

0

0

、必
遭
讒
被
疏
後

0

0

0

0

0

0

所0

作0

。
以
下
宮
怨
詩
七
篇（
筆
者
注
：「
長

信
宮
」「
玉
階
怨
」「
怨
情
（
美
人
卷
珠
簾
）」「
于
闐
採
花
」「
長
門
怨
二
首
」

「
妾
薄
命
」「
怨
情
（
新
人
如
花
雖
可
寵
）」）、意
緒
略
同
、似
一
時
先
後
之
作
」

（
五
五
二
頁
）
と
す
る
。

（
20
）
鈴
木
真
年
『
懐
風
藻
箋
注
』（
土
佐
朋
子
『
静
嘉
堂
文
庫
蔵
『
懐
風
藻
箋
注
』

本
文
と
研
究
、
汲
古
書
院
、
二
〇
一
八
年
）
等
の
諸
注
釈
書
お
よ
び
、
渡
邉

寛
吾
「
石
上
乙
麻
呂
「
銜
悲
」
考
―
懐
風
所
収
の
四
首
の
詩
か
ら
―
」（『
文

学
史
研
究
』
第
四
九
号
、
二
〇
〇
九
年
）
を
参
照
。

（
21
）
例
え
ば
、
林
古
渓
『
懐
風
藻
新
註
』（
明
治
書
院
、
一
九
五
八
年
）
は
、
石

上
乙
麻
呂
の
詩
「
飄
寓
南
荒
贈
在
京
故
友
」
に
つ
い
て
、「
こ
の
詩
を
見
る
と
、

土
佐
に
配
流
せ
ら
れ
た
こ
と
は
、
罪
で
は
な
か
つ
た
か
も
知
れ
ぬ
。
讒
と
い

ふ
こ
と
に
で
も
な
る
の
か
も
知
れ
ぬ
」（
二
四
七
頁
）
と
述
べ
て
い
る
。
ま

た
木
本
好
信
『
律
令
貴
族
と
政
争　

藤
原
氏
と
石
上
氏
を
め
ぐ
っ
て
』（
塙

書
房
、
二
〇
〇
一
年
）
Ⅱ
章
「
石
上
乙
麻
呂
と
藤
原
宇
合
・
広
嗣
父
子
」
に

よ
る
と
、
乙
麻
呂
の
土
佐
配
流
は
、
当
時
の
太
政
官
の
執
政
者
で
あ
っ
た
右

大
臣
・
橘
諸
兄
が
、
自
己
に
挑
戦
的
な
藤
原
広
嗣
の
姻
戚
（
叔
父
ま
た
は
伯

父
）
で
あ
り
協
力
者
の
関
係
に
あ
っ
た
乙
麻
呂
を
中
央
政
界
か
ら
排
除
す
る

目
的
で
な
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
と
い
う
。

（
22
）石
上
乙
麻
呂「
贈
掾
公
之
遷
任
入
京
」（
掾
公
の
遷
任
し
て
入
京
す
る
に
贈
る
）

の
「
余
含
南
裔
怨

0

0

0

」（
余わ
れ

は
含
む　

南
裔
の
怨
）
に
つ
い
て
、
注
（
20
）
所

掲
の
渡
邉
論
文
お
よ
び
同
氏
の
「
石
上
乙
麻
呂
「
南
裔
の
怨
」
―
そ
の
鄙
で

の
別
れ
と
詩
作
―
」（『
愛
文
』
第
三
六
号
、
二
〇
〇
〇
年
）
で
は
、
後
句
の

「
君
詠
北
征
詩

0

0

0

」（
君
は
詠
む　

北
征
の
詩
）
と
の
対
偶
関
係
な
ど
か
ら
、
掾

公
と
の
別
れ
に
際
し
て
の
「
こ
の
地
に
留
ま
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
怨
み
」
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愛
知
淑
徳
大
学
論
集
―
文
学
部
篇
―　

第
四
十
九
号

六
二

「
二
人
を
引
き
離
す
別
れ
を
怨
ん
で
い
る
」
と
解
釈
す
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

「
南
裔
」（「
南
荒
」
と
同
様
に
南
方
僻
遠
の
地
を
指
す
。「
荒
裔
」
の
語
も
参

考
に
な
ろ
う
）
の
語
が
、
中
国
古
典
文
学
に
お
い
て
「
広
義
の
江
南
（
長
江

流
域
以
南
の
地
）
＝
貶
謫
の
地
」
を
容
易
に
連
想
さ
せ
る
点
（
例
え
ば
隋
の

孫
万
寿
の
詩
「
遠
戍
江
南
寄
京
邑
親
友
」（
遠
く
江
南
を
戍ま
も

り
て
京
邑
の
親

友
に
寄
す
）
に
は
「
賈
誼
長
沙
國
、
屈0

平0

湘
水
濱
。
江
南
瘴
厲
地

0

0

0

0

0

、
從
來
多

0

0

0

逐
臣
0

0

」（
賈
誼
は
長
沙
の
国
、
屈
平
は
湘
水
の
浜
。
江
南
は
瘴
癘
の
地
、
従

来　

逐
臣
多
し
）
と
あ
る
。
ま
た
唐
の
張
説
の
詩
「
南
中
別
蔣
五
岑
向
青
州
」

（
南
中
に
て
蒋
五
岑
の
青
州
に
向
か
ふ
に
別
る
）
に
は
「
老
親
依
北
海
、
賤0

子
棄
南
荒

0

0

0

0

」（
老
親　

北
海
に
依
り
、
賤
子　

南
荒
に
棄
て
ら
る
）
と
あ
る
）

を
考
慮
す
れ
ば
、
こ
こ
で
の
「
南
裔
怨
」
の
中
に
、
詩
人
の
逐
臣
と
し
て
の

思
い
と
司
馬
遷
が
述
べ
た
「
屈
原
の
怨
み
」
が
重
ね
ら
れ
て
い
な
い
と
す
る

の
は
無
理
が
あ
ろ
う
。
従
っ
て
「
余
含
南
裔
怨
」
の
句
は
、単
な
る
「
離
怨
・

別
怨
」
の
よ
う
な
「
離
別
の
怨
み
（
悲
し
み
）」
で
は
な
く
、
や
は
り
作
者

の
乙
麻
呂
が
南
国
土
佐
へ
の
流
謫
の
不
遇
と
主
君
・
聖
武
天
皇
へ
の
怨
み
を
、

屈
原
に
擬
え
て
詠
ん
だ
も
の
と
解
釈
す
べ
き
で
あ
る
。

（
23
）
中
国
文
学
史
上
、
一
人
称
的
恋
情
を
詠
む
艶
詩
が
詩
（
狭
義
の
古
典
詩
）
に

お
い
て
一
般
に
忌
避
さ
れ
「
日
陰
の
文
字
」
と
な
っ
た
一
方
、
三
人
称
的
手

法
で
恋
情
を
詠
む
閨
怨
詩
が
主
要
詩
人
た
ち
に
よ
っ
て
継
続
し
て
詠
ま
れ
た

要
因
は
、
お
お
む
ね
注
（
４
）
所
掲
の
松
浦
論
文
が
指
摘
す
る
と
お
り
で
あ

ろ
う
が
、
あ
え
て
筆
者
の
卑
見
を
加
え
る
と
す
る
と
、
一
部
の
閨
怨
詩
に
詠

ま
れ
る
男
女
の
関
係
が
こ
の
よ
う
に
「
君
臣
関
係
の
比
喩
」
と
解
釈
さ
れ
る

こ
と
が
、「
忠
臣
で
あ
る
自
分
を
佞
臣
の
讒
言
に
よ
っ
て
遠
ざ
け
た
」
等
の
、

自
ら
が
仕
え
る
君
主
へ
の
「
比
興
・
諷
喩
」（
隠
喩
に
よ
る
政
治
批
判
）
の

一
種
と
し
て
機
能
し
た
か
ら
と
い
う
可
能
性
も
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

中
国
古
典
詩
歌
に
お
い
て
こ
う
し
た
政
治
批
判
と
し
て
の
役
目
を
担
っ
て
き

た
「
楽
府
詩
」
が
、
基
本
的
に
「
民
衆
の
思
い
を
代
弁
し
て
詠
ん
だ
歌
」
と

い
う
「
実
作
者
と
切
り
離
さ
れ
た
三
人
称
的
手
法
」
で
詠
ま
れ
る
こ
と
や
、

閨
怨
詩
が
し
ば
し
ば
楽
府
題
の
形
で
詠
わ
れ
る
と
い
う
、
こ
れ
ら
両
者
の
関

係
の
近
さ
を
示
す
事
実
も
ま
た
、
そ
う
し
た
可
能
性
を
示
唆
し
て
い
る
よ
う

に
思
わ
れ
る
。




